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論文内容の要旨

本論文は新しい焼却炉火格子として，高温に耐え，プラスチックやゴムなどを含んた燃焼雰囲気にも

使用できる火格子の開発を目的とする基礎的研究をまとめたものである。

第 1 章においては，焼却炉に要求される基本的な機能について考察を行い，また将来において，排熱

を利用するために高温度でも可能な焼却炉の火格子材の開発が望まれている現状について述べている。

第 2 章において.現在使用されている，素地がオーステナイトでフェライトが混在する 2 相組織を有

する火格子材， Fe-Cr-Ni合金の損耗原因を明らかにしている。すなわち，硬くて脆いシグマ相の生

成により粒界近傍に割れが発生し，焼却灰中の SおよびClが割れに侵入して，火格子の成分である Ni

と結び、っき，はく離しやすい低融点の Ni-Ni硫化物共晶を生成し損耗が起こる。

第 3 章において，種々の組成の 2 相組織を有する Fe-Cr-Ni合金についても，火格子材としての生

能を80%Na 2 S0 4 -20% NaCl溶融塩を用いて検討したが硫化物生成により腐食が進行し，火格子材と
して適さないことを見いだしている。

第 4 章では単相のフェライト組織をもっ Fe-30%Cr- 5 %Al合金について，火格子材としての適用

性を検討した結果，外層に Cr203' 内層に α-A12 0 3 の 2 層スケールを生成し，耐食性の向上を見いだ

している。しかしスケールが厚く，保護スケールとしての安定性に欠けており，そのため燃焼灰中の S

が素地中に侵入し，悪影響を与える硫化物が若干生成することが認められているO

そこで，さらに，耐高温腐食性を向上させるため，希土類元素の添加に着目して， Fe-30%Cr-5 % 

Al合金に Ceを添加した結果，第 5 章および第 6 章に述べているように， Ce添加量の増加と共に，金属

間化合物Ce 2 (Fe , Cr , Al , Si) 
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し，そのためスケールは薄くなり， O.68%Ceの添加では，薄く均一で密着性にすぐれた α A1 2 0 3単相

スケールが得られ耐高温腐食性が著しく改善されることを見いだした。

第 7 章では，本研究によって開発された Ce添加Fe-30%Cr- 5 %Al合金の将来性について触れ，本

合金は火格子材としてすぐれたものであり，将来耐高温腐食性を要求される分野への広い応用も期待さ

れると述べている。

第 8 章は総括である。

論文の審査結果の要旨

本論文は700---1000
0

Cの燃焼温度域でプラスチックやゴムを含む塵芥の焼却にも使用できる火格子開

発を目的とした基礎的研究をまとめたものであり，主な結果は次のとおりである。

(1) 700---1000
o

C燃焼温度域で使用され損耗した代表的火格子材 S C H13 (Fe-26%Cr-13%Ni) の

損耗原因をしらべ，脆いシグマ相の析出と燃焼ガス又は燃焼灰中の S と火格子材中の Ni により生じる

Ni硫化物が有害であることを見いだしている。

(2) 種々の組成の Fe-Cr-Ni合金について，その高温腐食特d性を80%Na 2 S0 4 -20%NaCl溶融塩中で

しらべた結果，腐食スケール層は多孔質なスピネル型の酸化物からなる外層， Cr 203 および、Cr硫化物

からなる内層，および各種硫化物を含んだ多孔質な素地になっている内部腐食層の 3 層からなることを

見い出し，これに基づきスケールの生成機構を明らかにしている。

(3) 上記(1) ， (2)の結果に基づき， S を含む環境での高温腐食に耐え，しかもシグマ相を生成しない Fe-

30%Cr 2 0 3 ，その内側に α A1 2 0 3保護皮膜が形成され耐食性を高めていることを明らかにしている。

(4) さらに Fe-30%Cr- 5 %Al合金への Ce添加の影響をしらべ耐食性の著しい改善を認めている。

これは Ceが α A1 2 0 3 のみからなる表面皮膜の生成を促進するためであることを明らかにすると共に，

Ce添加により生じた金属間化合物Ce 2 (Fe , Cr, Al , S臼i)

推論している O

以上のように，本研究は S を含む高温腐食環境で損耗した従来のFe-Cr-Ni系火格子材の腐食を検

討して新しいFe-Cr-AI-Ce火格子材を開発すると共に，その優れた高温腐食性の原因を明らかにし

たものであり，金属材料工学に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるもの‘

と認める。
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